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内容；テルペノイドは、これまで数万におよぶもの
が単離・同定されている多様な構造と生理活性を
有する天然有機化合物群です。そのなかで炭素
数２０個を基本とするものはジテルペノイドとよば
れます。栽培イネは、高等植物の生長を制御する
植物ホルモンのジベレリンだけではなく、多様な
ジテルペノイドを生合成することが知られていま
すが、そのなかにはモミラクトン、フィトカサン、オ
リザレキシンといった病害抵抗に関わるフィトアレ
キシンも含まれます。本研究室では、世界に先駆
けて、これらイネのジテルペノイドの炭素骨格形
成に関与するジテルペン環化酵素遺伝子を全て
機能同定しました。
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